






















































































































































































































































































学習観 公式観 学習方略 成績




方 略 重 視 0．37ナナ
学 習 へ の構 え 0．30㍍　 0．34まま
教 師 へ の依 存 0．15ま　　 0．22ませ　 0，14ナ
外的環境への依存 0．17まま　 0．27まま　 0，24㍍　 0．18まま
公 公 式 へ の 困惑 －0．10　　 －0．01　 －0．08　　 0．04　　 0．06
式 導 き方 の意 義 0．41㍍　 0．48㍍　 0．37㍍　 0．16ま　　 0．12　　 －0．18まま
観 暗 記 偏 重 0．26まま　 0．28㍍　 0ユ5ナ　　 0．18まま　 0．17㍍　 0．07　　 0．16まま
学 要 点 理 解 方 略 0．39まま　 0．36まま　 0．35ませ　 0，20ナナ　 0．20㍍　 －0．23㍍　 0．60㍍　 0．22まま
習
方 反 復 演 習 方 略 0．37まま　 0．28まま　 0．25ませ　 0，11　　 0．11　 －0．17㍍　 0．26ナナ　 0．35まま　 0．45まま
略 教 養 模 索 方 略 0．02　　 0．15ま　　 0．30㍍　 －0．04　　 0．14キ　 0ー」，0　　 0．23ませ　 0．08　　 0．36まま　 0．13せ
成 偏 差 値 0，03　　 0．08　　 0ユ9ませ　 0ー．01　 －0．09　　 －0．31まま　 0．19㍍　 一刀．23ませ　 0．27まま　 0．03　　 0．00





学習観 公式観 学習方略 成績
登霊 宝禁 芸還； 警票差 蓋芸慧
公式へ　 導 き方　 暗記
の困惑　 の意義　 偏重
要点理　 反復潰　 教養模




学習への構 え 0，14　　 0．22ナ
白
観 教師への依存 0．11　　 0．09　　 0．05
外的環境への依存 －4．02　　 0．20ま　　 0．21ま　　 0，13
公 公式への困惑 －0．27㍍　 0．11　 －0．10　　 0．17　　 0．06
式 導 き方の意義 0．43ナナ　 0．23を　　 0．28まま　 0．08　　 0．05　 －0．22せ
観 暗記偏 重 0．09　　 0．07　　 0」＿3　　 0．18　　 0．13　　 0．26まま　－0．07
学 要点理解 方略 0．37まま　 0．08　　 0．12　　 0．09　　 0．04　 －0．19ま　 0．63まま　 0．09
習
方
反復演 習方略 0．12　　 0．06　　 0．06　 」〕．03　　 0．09　　 0．05　　 0，18　　 0．21ま　　 0．37まま
略 教養模索方 略 －0．07　　 0．12　　 0．40㍍　 －0．19ま　 0．17　 －4ユ3　　 0．21ま　 －4．06　　 0．24ナ　 0．02
成 偏差値 4 ．04　 －0．03　　 0．14　 －4．08　 －の．13　 －0．36ませ　 0．23ナ　 0ー．25まま　 0．20ナ＋ 一私07　　 0．13
蹟 5段 階評 定 4 ．09　 －0．06　　 0，16　 梱．20せ　 0．06　 －0．37まま　 0．18　 －4．27まま　 0．30まま　 0．15　　 0．18　　 0．64㍍
注：ま　p＜，05，まま　p＜良1
を取り出して，その学習観，公式観，学習方略，成績との相関係数をTable5に示す．学習観の各因
子に成績との相関はみられず，また，公式観の3因子が学習方略や成績の多くの因子と相関が見られ
る点は学年全体の結果と類似している．ここで注目すべきは「公式への困惑」と「暗記偏重」との相
関（・26，p＜・01）であろう，これは学年全体（Table4）では現れなかった傾向である．つまり，受
験で数学を必要としている生徒に限ると，「公式への困惑」が強いほど理解することを諦め「暗記」
を重視する傾向があることを示唆している．そして，学年全体では有意な相関関係がみられなかった
ことから，受験で数学を必要としない生徒は，「公式への困惑」を感じても「暗記」すら行わない可
能性が考えられる．またTable5ではTable4と比べて，公式観の「暗記偏重」と成績との負の相関
が強まった（偏差値では－．23から－．25，5段階評定では－．14から－．27）ことにも注目したい．この
点からも「公式を覚えればよい」という考えに基づく学習の限界が示唆される．
学習方略の各因子について詳しく見ると，「要点理解方略」と「反復演習方略」の相関が高い（Table
4で・45，Table5で．37，いずれもp＜．01）．また，「要点理解方略」と「教養模索方略」も有意な相
関を示している（Table4で．36，Table5で．24，いずれもpく．01）．このように生徒は単一の学習方
略のみを使っているのではなく，複数の方略を使っている可能性がある．市原・新井（2006）も意味
理解方略と暗記・反復方略の相関係数が比較的高い値であることを示し，「両者は二者択一的に使用
されるものではなく，むしろ一方を使うものは他方も多く使用している傾向があるといえる」（市原，
新井，2006，p．206）と述べており，これは本研究の結果とも一致する．
5・公式観と学習方略　成績との関連　Table4，Table5から，学習観よりも公式観の方が学習方略
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や成績に大きく関係していることが示されたので，公式観のパターンによって学習方略や成績がどう
異なるかを詳しく検討する（ただし公式観については「導き方の意義」と「暗記偏重」を取り上げ，
また学習方略については「要点理解方略」と「反復演習方略」を取り上げる）．
公式観の「導き方の意義」と「暗記偏重」は項目数が異なるため，それぞれの因子の尺度得点を項
目数で割り，その中間値（3．5）を境に高群，低群に分けた．「導き方の意義」では高群175名，低群
81名，「暗記偏重」では高群172名，低群84名となった，
学習方略の2因子「要点理解方略」「反復演習方略」の尺度得点と成績（偏差値と5段階評定）を
それぞれ従属変数として，2（「導き方の意義」の高群vs．低群）×2（「暗記偏重」の高群vs．低群）
の2要因分散分析を行った（各群の平均値と標準偏差をThble6に示す．Figurel～Figure4は平均
値を図示したものである）．
「要点理解方略」（Figurel参照）については，「導き方の意義」の主効果と「暗記偏重」の主効果
が有意であり（それぞれF（3，252）＝班．71，F（3，252）＝8．39，いずれもp＜．01），交互作用は有意で
はなかった（F（3，252）＝0．29，nSJ　つまり，「導き方の意義」を高く認めている群はその程度が低
い群より，また「暗記偏重」の程度が高い群は低い群より，「要点理解方略」を多く使っていると言
える．
「反復演習方略」（Figure2参照）についても，「導き方の意義」の主効果，「暗記偏重」の主効果が
有意であり（それぞれF（3，252）＝10．34，F（3，252）＝21．33，いずれもp＜．01），交互作用は有意で
はなかった（F（3，252）＝0．37），つまり，「導き方の意義」を高く認めている群はその程度が低い群
より，また「暗記偏重」の程度が高い群は低い群より，「反復演習方略」を多く使っていると言える．
「偏差値」（ngure3参照）については，「導き方の意義」の主効果，「暗記偏重」の主効果　交互作
用がともに有意であった（それぞれF（3，249）＝5．92，5．38，4．04，いずれもp＜．05），交互作用が
有意であったので，「導き方の意義」の単純主効果を検定したところ，「暗記偏重」の低い群で有意で
あった（F（1，249）＝7．47，p＜．0仕　つまり「暗記偏重」の低い群においては，「導き方の意義」が
高い生徒は低い生徒より「偏差値」が高いと言える．また「暗記偏重」の単純主効果を検定したとこ
ろ，「導き方の意義」の高い群で有意であった（F（1，249）＝14．35，p＜．0鉦　つまり，「導き方の意義」
の高い群においては，「暗記偏重」が低い生徒は高い生徒より「偏差値」が高いと言える．
「5段階評定」（Figure4参照）については「導き方の意義」の主効果，「暗記偏重」の主効果，交
互作用のいずれも有意ではなかった（それぞれF（3，252）＝2．01，1．32，1．63）．つまり，公式をどの
ように捉えているかは，学校の評定（5段階の成績）には直接反映しないと言える．
以上をまとめると，方略の使用に関しては，「導き方の意義」や「暗記偏重」の公式観が高いほど，
「要点理解方略」や「反復演習方略」をよく使っていることが示された．つまり公式に対する何らか
の信念を持たせることが学習方略を促進する上で大切であると言える．また成績に関しては，「導き
方の意義」が高く「暗記偏重」が低いと「偏差値」が高いと言える．
6．「公式の再生や使用」と公式観，学習方略との関連　上で用いた偏差値や5段階評定は数学のテ
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暗記偏重
・．・．・．・．・．－高群
－低群
高群　　　　　　　　　　　低群
導き方の意義
Figurel　導き方の意義（高低）×暗記偏重（高低）
による要点理解方略得点の平均点．
富群　　　　　　　　　　　低群
導き方の意義
Figure3　導き方の意義（高低）×暗記偏重（高低）
による偏差値の平均点
?暗記偏重．・．・・一高群－低群
高群　　　　　　　　　　　低群
導き方の意義
Figure2　導き方の意義（高低）×暗記偏重（高低）
－＿による反復演習方略得点の平均点
暗記偏重
・．・・・・・．－富群
－低群
高群　　　　　　　　　　　低群
導き方の意義
Figure4　導き方の意義（高低）×暗記偏重（高低）
による5段階評定の平均点
Table6　導き方の意義（高低）×暗記偏重（高低）による要点理解方略得点，反復演習方略得点，
偏差値，5段階評定の平均値（カッコ内はSD）
導き方の意義　　　　　　　　　　　高群
暗記偏重　　　　　　　　高群　　　　　　　　低群
人数　　　　　　　　　　119　　　　　　　　　56
高群　　　　　　　　低群
53　　　　　　　　　　28
要点理解方略
反復演習方略
偏差値
5段階評定
??????????????????????????????
?
??????????????????????????????
?
????????????????????
???．??．????
?
??????????????????????????????
?
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Table7　公式の再生と使用7間における成績低群と高群の公式観，学習方略の平均値
（カッコ内はSD）
公式観　　　　　　　　　　　　　　　　　学習方略
導き方の意義　　　　暗記偏重　　　　　要点理解方略　　　反復演習方略
成績低群　　　3．67（0．63）　　　3．94（0．85）　　　　3ユ9（0．68）　　　3．64（1．16）
成績高群　　　4．06（0．87）　　　3．51（1．04）　　　　3．76（0．55）　　　3．9（0．72）
スト成績に基づくものであるが，数学のテストでは公式の理解だけではなく計算の正確さや問題の把
握等，総合的な学力の測定が行われている．本研究では既習の内容である2次関数の分野から7間出
題して生徒に解答を求めた．これらの問題はいずれも公式の理解（再生や使用）に関するものである
ので，これらの問題での成績（1）と公式観，学習方略の関連を検討する．
これらの問題では，0間正答が82名（32％），－1間が39名（15％），2間が34名（13％）－，3間が
18名（7％），4間が24名（9％），5間が8名（3％），6間が18名（7％），7間が33名（13％）であっ
た．以下では，正答数0間と1間の121名を「成績低群」，6間と7間の51名を「成績高群」と位置
づけ，これら典型的に公式を理解していない者と理解している者の間で，「導き方の意義」「暗記偏重」
「要点理解方略」「反復演習方略」の得点を比較する（¶止le7参照）．
「導き方の意義」に関しては成績高群の得点が成績低群より有意に高かった（t（170）＝2．85，pく
月1）．「暗記偏重」に関しては成績高群の得点が成績低群より有意に低かった（t（170）＝2．69，p＜．0仕
「要点理解方略」に関しては成績高群の得点が成績低群より有意に高かった（t（170）＝4ユ9，p＜．0仕
「反復演習方略」に関しては両群の差は有意ではなかった（t（170）＝1．52）．
以上より，2次関数の公式の再生や使用に優れている者は，公式観の「導き方の意義」が高く「暗
記偏重」が低いこと，また「要点理解方略」をよく用いることが示された「反復演習方略」には差
が認められなかった．
総合的考察
本研究では，数学という教科に焦点を当てて高校生の学習方法の実態を明らかにするために，数学
に対する学習観，公式観，学習方略，学習結果について調査を行った．その結果，数学に対する学習
観よりも公式観の方が学習方略や成績と関連があることが明らかになった．さらに，公式観の中でも
公式や定理の「導き方の意義」の高い生徒ほど，成績はもちろん公式や定理の再生やそれらを利用し
た問題解決にも高い成果を挙げていることが示された．以上を踏まえて，本研究で新たに導入した公
式観（公式や定理をどのように捉えているか）の位置づけと，その教育的意義，今後の課題を論じる．
公式観として抽出された3因子のうち「導き方の意義」と「暗記偏重」は従来の学習観の「過程重
視志向」，「丸暗記志向」とそれぞれ対応する内容である．この点で公式観は学習観と全く別のもので
はない．しかし数学に対する学習観よりも公式観の方が，数学の学習方略や成績との関連が高いとい
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う結果が得られたことは興味深い．広い枠組みである学習観より，数学という教科の特性である公式
や定理に即した公式観に着目した点と，その観点から生徒の学習行動の実態を明らかにした点に本研
究のひとつの意義があると言える．
次に，学習方略や成績との関連については取り上げなかった「公式への困惑」という因子の特徴と，
そこから示唆される教育的意義や今後の課題を検討する．この因子は認知的要素と感情的な要素が入
り混じったものであると言える．「公式への困惑」は学年全体においても，受験に数学を必要とする
者が多い3クラスにおいても「導き方の意義」と有意な負の相関（学年全体－．略後者3クラス－．22，
それぞれpく・01，p＜・05）を持っており，公式や定理に対する難しさや戸惑いが高ければ高いほど，
公式や定理の導き方に意義を見出せないことを示している．しかし，「公式への困惑」と「暗記偏重」
は学年全体では無相関（．07）であるのに対し，後者3クラス（受験に数学を必要とする生徒が多い
クラス）とは有意な正の相関（．26，p＜．01）を持っていた．これは，公式に対する難しさや戸惑い
は高いけれども，一数学を勉強しなければなちない環境にいる生徒が必要に迫られて公式や定理を学習
する方法として，暗記しかないという思いを生み出していると考えることができる．つまり，公式や
定理に対する困惑と必要性が相まって「暗記偏重」という公式観を持った生徒が，それに基づいた学
習方略を生み出しているのではないだろうか．このように考えると，教える側が「公式への困惑」を
解消できるような手立てを意識しつつ，公式や定理を理解できるような授業を行っていくことが必要
であると言える．
今後，各教科における生徒の学習行動の実態を検証するにあたっては，学習全体に関わる学習観と
いう大きな枠組みだけではなく，それぞれの学習内容に密接に関連した要素を教科ごとに取り出し，
その要素を生徒がどう捉えているかを明らかにすることで，その教科における生徒の学習方法の実態
や問題点を探っていくことが望ましい．また，その教科独自の要素に対する生徒の認知を明確にする
ことで，その問題点を改善する方向性も定まるのではないかと考えられる．
注（1）問1の空欄補充は言葉を補う箇所が2ヶ所あり，その用語も自分で考えねばならないため，適切に表現し
きれていない解答も多かった．そこでほぼ理解していると考えてよいものを準正答と位置づけ，ここでは正
答者として扱った．また間2は3か所の空欄のうち2か所で正しい数式を記入している生徒を準正答と位置
づけ，ここでは正答者として扱った．
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APPENDIX　2次関数の分野で取り上げた定理，公式，問題
間12次方程式∬2－2ズー8＝0の解∬＝－2，4は，2次関数ッここ∬2－2ズー8のグラフと【
との共有点（交点）の【　　　　　】をあらわしている．
間2　2次方程式戯2十ぬ＋C＝0の解の公式は
【】±√‾‾「
【　　】　　　　　　である，
間3　＿2次関数γ＝∬2＋3∬一10のグラフと∬軸の共有点の∬座標を求めよ．
間4　2次方程式7∬2＋∬－2＝0の実数解の個数を求めよ．
問5　2次関数ッ＝ズ2十2∬＋2のグラフと∬軸の共有点の個数を求めよ．
問6　2次不等式（ズー2）（∬十5）＜0を解け．
間7　2次不等式∬2－9∬＋14≧0を解け．
